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　雪のない冬が続くと思いきや、
やはりまとまった雪が標茶に降り
ました。しかしこの雪が春先に溶
け出し、小川を育み、様々な生き
物の命を紡いでいくのでしょう。
除雪は大変ですが、大切な雪です。

（坪）

大川のほとり
−郷土館だより（第77号）−

☎487-2332

　

標
茶
の
先
人
が
多
く
眠
る
標
茶
霊
園
内
に
は
、
明
治
32
年
に
北
海
道
集
治
監
釧

路
分
監
が
建
立
し
た
合
葬
者
之
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
よ
り
少
し
離
れ
た
場
所
に

も
う
１
基
、
集
治
監
時
代
に
建
立
さ
れ
た
古
い
墓
碑
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
集
治

監
釧
路
分
監
の
書
記
と
し
て
活
躍
し
、
明
治
30
年
12
月
30
日
に
亡
く
な
っ
た
、
兼

平
友
太
郎
の
墓
碑
で
す
。
こ
の
墓
碑
は
標
茶
在
住
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
手
入

れ
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
兼
平
自
身
に
つ
い
て
は
、
昭
和
15
年
に
釧
路
慈
徳

会
（
現
在
の
更
生
保
護
施
設
）
主
催
で
行
わ
れ
た
『
舊
き
ゅ
う

釧
路
集
治
監
死
亡
者
追
悼

會か
い

』
の
後
に
行
わ
れ
た
『
釧
路
集
治
監
を
偲
ぶ
座
談
会
』
に
て
、

　
　

追
悼
會
で
お
墓
を
詣
で
た
兼
平
さ
ん
は
青
森
県
弘
前
の
人
で
、
非
常
な
手

　

腕
家
だ
っ
た
と
い
う
。
あ
の
人
が
書
類
を
作
れ
ば
、
ど
こ
に
提
出
し
て
も
手

　

直
し
す
る
必
要
が
な
く
、
惜
し
い
人
物
だ
っ
た
の
で
、
役
所
の
方
が
わ
ざ
わ
ざ

　

石
碑
を
建
て
た
。

と
古
老
の
田
中
又
八
氏
が
語
っ
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
経
歴
に
つ
い
て
は

不
明
で
し
た
。
そ
の
後
、
兼
平
に
つ
い
て
釧
路
集
治
監
の
研
究
者
で
あ
っ
た
故
三

栖
達
夫
氏
が
、
昭
和
63
年
に
、
出
身
地
で
あ
る
青
森
県
弘
前
市
や
岩
木
市
（
現
い

わ
き
市
）
に
赴
き
、
博
物
館
や
郷
土
史
家
の
方
々
か
ら
情
報
を
集
め
る
な
ど
、

詳
細
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
三
栖
氏
に
よ
る
兼
平
友
太
郎
履
歴
の
調
査
結
果
は
、�

北
海
道
集
治
監
釧
路
分
監
　
書
記

兼
平
　
友
太
郎

　（
生
年
…
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
～
没
年
…
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
））

　昨年６月から始まった旧
食材供給施設ピルカトウロ
の、博物館への改修工事が
終了しました。現在館内に
は展示台や展示ケースが設
置され、これから本格的な
館内展示の整備が始まりま
す。今月中には大判の解説
パネルと、さまざまな鳥たちのは
く製が展示された大きなジオラマ
が完成する予定です。
　その後展示資料が搬入され、新
規製作を含む展示模型なども設置
されます。博物館は、旧食材供給
施設ピルカトウロ時代の、おしゃ
れな建物の特色を生かしたレイア
ウトで改修されています。良い意
味で博物館らしくない素敵な空間
を楽しみながら、標茶の歴史や自
然などが学べる新しい展示施設。
７月１日のオープンまでどうぞ楽
しみにお待ちください。

標
茶
・
近
世
近
代
人
物
誌
　
第
二
話

　

標
茶
で
最
も
古
い
人
の
痕
跡
は
、
約
８
千
年
前
の
縄
文
早
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
地
で
は
多
く
の
人
々
が
生
ま
れ
、
暮
ら
し
、
そ
し
て
亡
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
集
落
を
生
み
、
町
へ
と
発
展
を
遂
げ
、
こ

の
地
の
歴
史
を
紡
ぎ
ま
し
た
。

　

標
茶
に
生
き
た
多
く
の
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
標
茶
と
関
わ
り
を
持
っ
た
人
生
の
物
語
を
、
文
献
を
も
と

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

新しい展示室の様子

ピルカトウロ時代の
面影を残す 2階廊下

（仮称）標茶町博物館の
改修工事が終わりました！
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『【
釧
路
集
治
監
の
記
録
シ
リ
ー
ズ
】（
１
）
墓
碑
“
兼
平
友
太
郎
”』
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
三
栖
氏
に
よ
る
調
査
が
続
け
ら
れ
、
新
た
に
判
明
し
た

内
容
に
つ
い
て
も
、
釧
路
集
治
監
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
栖

氏
に
よ
る
調
査
結
果
の
中
で
得
ら
れ
た
、
兼
平
の
履
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

兼
平
友
太
郎
は
、
池

田
屋
事
件
や
禁
門
の
変

な
ど
幕
末
の
大
き
な
事

件
が
あ
っ
た
元
治
元
年

（
１
８
６
４
年
）
の
4
月
25

日
に
弘
前
市
茂
森
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
に

つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、

明
治
20
年
23
歳
の
時
に
根

室
町
（
現
根
室
市
）
へ
戸

籍
を
移
転
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
2
年
後
、
明
治
22
年
5
月
よ
り
釧
路
集
治
監
に

傭
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
会
計
課
に
勤
務
し
ま
し
た
。
明
治
26
年
に
北
海
道
集

治
監
書
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
治
監
の
官
職
の
中
で
も
書
記
は
上
級
職
員
で

あ
り
、
有
能
な
官
吏
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

兼
平
は
明
治
30
年
10
月
に
本
籍
を
出
身
地
で
あ
る
弘
前
市
茂
森
町
へ
移
し
て
い

ま
す
。
こ
の
年
は
英
照
皇
太
后
の
崩
御
に
伴
う
恩
赦
に
よ
り
減
刑
措
置
を
受
け
、

満
期
放
免
と
な
っ
た
受
刑
者
が
数
多
く
い
た
た
め
、
集
治
監
内
の
収
容
受
刑
者
数

が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
北
海
道
へ
の
移
民
が
積
極
的
に
進
み
始
め
た
事

か
ら
、
入
植
の
阻
害
に
も
な
り
う
る
道
内
集
治
監
の
存
続
に
つ
い
て
、
一
つ
の
岐

路
に
立
ち
つ
つ
あ
る
時
期
で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
故
郷
へ
帰
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
2
カ
月
後
と
な
る
12

月
30
日
、
病
気
の
た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
33
歳
で
し
た
。

　

昭
和
28
年
11
月
、
当
地
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
囚
人
の
た
め
の
慰
霊
碑
と
し

て
、
標
茶
霊
園
に
『
標
茶
集
治
監
死
亡
者
之
碑
』
が
釧
路
刑
務
所
に
よ
り
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
釧
路
刑
務
所
他
、
町
職
員
や
更
生
保
護
関
係
者
が
集
ま
り

慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
必
ず
兼
平
友
太
郎

の
墓
碑
も
含
め
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
で
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　博物館の開館に向けて、いろいろな仕事をしてい
ます。
　引っ越し作業や新規展示の作成もその一つで、郷
土館で展示されていたジオラマ模型も、リニューア
ルする予定です。
　現在作業を行っているのは、縄文時代の墓跡の再
現模型の補修です。掃除してから、元々は黄色の砂
を使って各種の色に染め上げ、土台に作成した色砂
を載せていき、発掘された状況を再現していきます。
完成した模型は、博物館の展示室に置かれます。

　新しい博物館内には、これまでの郷土館では
実現できなかった展示手法を取り入れていま
す。その一部をご紹介します。
　郷土館で親しまれていた壁掛け電話。横にあ
るレバーを回して、もう１台の電話とお話しし
た記憶がある方もいるかもしれません。この電
話機は博物館に移設され、通話することができ
ます。１台は１階にある電話室内にあり、２階
に設置されている壁掛け電話と話しをすること
ができます。
　展示を見学される方は、自由に電話を体験で
きる予定です。

標茶町郷土館　職員だより

ジオラマ模型の補修中です

標茶霊園にある
兼平友太郎の墓碑

新しい展示
　　　　　ちょこっと紹介‼︎


